


2

連
続
立
体
交
差
事
業

あ
な
た
は
、
駅
の
混
雑
に
う
ん
ざ
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
踏
み
切

り
に
よ
る
交
通
渋
滞
に
イ
ラ
イ
ラ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

春
日
市
の
東
部
を
走
る
西
鉄
天
神
大
牟
田
線
。
通
勤
や
通
学
な
ど
、
市
民
生

活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
交
通
機
関
で
す
。

し
か
し
、
鉄
道
が
あ
る
こ
と
で
、
踏
切
で
の
交
通
渋
滞
や
事
故
の
多
発
な
ど
、

沿
線
地
域
で
の
交
通
環
境
は
悪
く
な
る
一
方
で
す
。

そ
こ
で
福
岡
県
は
、
春
日
市
と
大
野
城
市
と
協
力
し
て
、
春
日
原
駅
か
ら
下

大
利
駅
ま
で
の
線
路
を
高
架
に
し
て
踏
切
を
な
く
し
、
ま
た
、
駅
周
辺
や
沿
線

の
市
街
地
を
再
整
備
す
る
こ
と
で
、
交
通
環
境
の
改
善
を
図
る
計
画
を
進
め
て

い
ま
す
。

平
成
9
年
か
ら
進
め
て
き
た
こ
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
。
今
回
、
福
岡
県
は
国

土
交
通
省
か
ら
、
こ
の
鉄
道
高
架
事
業
の
認
可
を
取
得
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会

に
こ
の
構
想
を
お
さ
ら
い
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

元
気
に
、快
適
に
、個
性
的
に

西
鉄
天
神
大
牟
田
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
構
想

春
日
原
〜
下
大
利
間

連
続
立
体
交
差
事
業

西鉄春日原駅横の踏切
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春日原�

白木原�
下大利�

水　
城�

大野城�

春　日�

高架�

直上高架�

仮線�

大野城市�

西鉄天神大牟田線�

JR鹿児島本線�

太宰府市�

九
州
自
動
車
道
�

春日市�

福岡市�

御笠川�

下大利団地�

（都）国道211号線�

（都）春日原上大利線�

まどかぴあ� 那珂土木事務所�

春日公園�
春日市役所�

クローバープラザ�

大野城市役所�

牛
頸
川�

（都）
那
珂
川
宇
美
線�

（都）
筒
井
小
倉
線�

（都）
現
人
橋
乙
金
線�

起点
�

終点
�

事業区間　約3,460m

●
マ
ン
シ
ョ
ン
が
増
え
て
ま
ち

は
ど
う
な
る
の
？

西
鉄
天
神
大
牟
田
線
沿
線
は
、
経

済
活
動
や
居
住
の
場
と
し
て
の
交
通

条
件
に
も
恵
ま
れ
、
建
物
の
高
層
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の

増
加
は
こ
の
よ
う
な
時
代
の
ニ
ー
ズ

を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
道
路

事
情
は
ま
す
ま
す
悪
化
。
せ
っ
か
く

の
好
条
件
を
失
う
こ
と
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

ま
た
、
ゆ
と
り
あ
る
ま
ち
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
も
一
段
と
難
し
く
な

る
で
し
ょ
う
。

今
が
元
気
で
快
適
な
市
街
地
を
生

み
出
す
機
会
と
考
え
ま
す
。

●
毎
朝
、
駅
の
混
雑
で
元
気
な

く
し
ち
ゃ
う
わ
！

西
鉄
春
日
原
・
白
木
原
・
下
大
利

各
駅
周
辺
は
、
道
路
や
駅
前
広
場
が

不
足
し
て
い
て
乗
り
継
ぎ
が
不
便
。

そ
の
う
え
、
人
や
車
も
入
り
混
じ
り
、

と
て
も
危
険
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

駅
の
利
用
を
も
っ
と
便
利
で
快
適

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
計
画
し
た
の
が
、
連
続
立
体
交
差

事
業
。

西
鉄
春
日
原
駅
か
ら
下
大
利
駅
に

か
け
て
、
連
続
的
に
線
路
を
高
架
に

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
西
鉄
天
神

大
牟
田
線
で
は
、
福
岡(

天
神)

〜
大

橋
間
な
ど
の
線
路
が
そ
の
例
と
し
て

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
12
カ
所
も
の
踏

切
が
取
り
除
か
れ
、
慢
性
的
な
交
通

渋
滞
が
解
消
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
踏

切
で
分
断
さ
れ
て
い
た
地
域
も
一
体

化
さ
れ
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
連
続
立
体
交
差
事
業
は
、
平

成
13
年
10
月
に
都
市
計
画
が
決
定

し
、
今
か
ら
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

に
す
る
た
め
に
は
、
ア
ク
セ
ス
道
路

や
駅
前
広
場
、
歩
道
や
駐
輪
場
な
ど

を
生
み
出
す
総
合
的
な
市
街
地
整
備

が
必
要
で
す
。

●
渋
滞
イ
ラ
イ
ラ
、
も
う
い
や
！

西
鉄
天
神
大
牟
田
線
沿
線
は
、1

日
6
時
間
を
超
え
る
踏
切
遮
断
で
慢

性
的
な
交
通
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め

に
は
、
抜
本
的
な
改
善
が
必
要
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
構
想
始
ま
っ
た
そ
の
理
由
わ

け

…

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
…

まちづくりの主役はあなた
このような事業を進めていくのに

不可欠なもの、それは市民のみなさ

んの理解と協力です。

元気で快適な、そして個性的なま

ちにしていくためにも、みなさんの

声を聞かせてください。

市民説明会を行います

県と春日市は、この連続立体交差

事業の今後の日程についての説明会

を開催します。ぜひご参加ください。

日時 3月5日(金) 午後7時～9時

会場 市役所大会議室

こ
の
事
業
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
…

都
市
整
備
課
連
立
ま
ち
づ
く
り

担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
3

FAX

年々マンションは増える一方

高架にすることで交通もスムーズに

春春日日原原駅駅周周辺辺

西西鉄鉄大大橋橋駅駅南南口口交交差差点点



市
か
ら
の
お
知
ら
せ

4

この表は、平成14年と15年の国民健康保険加入者
の受診状況(3月～8月)です。
比較してみると、加入者は増加傾向にありますが、
医療費の増加はその伸びを上回っています。
これらの医療費は、原則として加入者の国民健康保
険税と国の支出金で賄われています。しかし、それで
は足りないので、市の一般会計予算から多額の補てん
をしているのが現状です。このままの状態が続けば、
保険税の大幅な引き上げが必要になります。
家計に占める医療費を減らし、保険税の負担を増や
さないためにも、日ごろから健康に心掛けましょう。

問い合わせ先 国保年金課国保担当
(584)1111 (584)1141FAX

国民健康保険

医療費を少しでも減らしましょう

市は、外国人が不自由なく生活できるように、日本語教室「ことばのひろば・かすが」を開設します。
地域の人たちと交流しながら、楽しく日本語を学習しませんか。
対象 市内または近郊に住む、日本語を母国語としない人

日程 5月以降の毎月第2・3・4木曜日
時間 午前10時～正午
会場 市役所会議室
受講料 月額1,000円（テキスト代

別）

※　託児(一人1回300円程度)も行い

ます。

申込方法 ファックスかハガキ、Eメ

ールで、住所、氏名、年齢、

電話番号、託児の有無を伝え

る

申込・問い合わせ先 地域づくり課

地域づくり担当

(584)1111 (584)1153
tiiki@city.kasuga.fukuoka.jp

FAX

生徒募集

外国人のための日本語教室

先
月
21
日
か
ら
22
日
に

か
け
て
の
降
雪
に
よ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
や

よ
い
」
の
運
行
に
大
幅
な

遅
れ
が
生
じ
ま
し
た
こ
と

を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

利
用
者
の
皆
様
に
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

が
、
安
全
第
一
で
運
行
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
荒
天
や
災
害
な

ど
の
影
響
で
「
や
よ
い
」

の
運
行
に
支
障
が
予
想
さ

れ
る
場
合
は
、
西
鉄
路
線

バ
ス
に
準
じ
て
運
行
を
休

止
し
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
の
交
通
機
関
運

行
状
況
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。ま

た
、
運
行
休
止
の
情

報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計

画
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
3

FAX コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
や
よ
い
」

荒
天
時
の
運
行

市からのお知らせ�

国保被保険者（老人保健受給者を含む）�

加入者（平均被保険者数）�

受診件数�

医療費合計�

１人当たり件数�

１人当たり費用額�

平成14年�
（3月～8月）�

平成15年�
（3月～8月）� 前年比�

30,095人�

193,755件�

5,260,955,162円�

6.44件�

174,812円�

31,471人�

206,992件�

5,737,092,372円�

6.58件�

182,298円�

＋4.6%�

＋6.8%�

＋9.1%�

＋2.2%�

＋4.3%
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○ぱれっと館｢くれよんクラブ｣看護師

業務内容 乳幼児の健康管理と療育関連業務など
対象 看護師の資格を有する人(准看護師は不可)
勤務日数 週5日
勤務時間 午前8時30分～午後5時
賃金 月額18万4,400円（社会保険・有給休暇あ

り、交通費支給なし）

募集人員 1人
選考方法 書類審査 面接試験
応募方法 2月27日(金)（必着）までに、市販の履

歴書に必要事項を記入して提出する(郵送可)

応募・問い合わせ先 くれよんクラブ（〒816―

0824小倉3―242―1）
1(575)1202 5(575)1204

○保健師・看護師

業務内容 高齢者や障害者に対する福祉サービスの

調整や訪問指導

対象 いずれも資格を有する人（准看護師は不可）

勤務日数 週5日

勤務時間 午前8時30分～午後5時

賃金（月額）
保健師　19万200円

看護師　18万4,400円

※　いずれも、社会保険・有給休暇はありますが、

交通費の支給はありません。

募集人員　 保健師　3人 看護師　1人

選考方法 書類審査 面接試験

応募方法 3月5日(金)（必着）までに、市販の履歴

書に必要事項を記入し提出する(郵送可)

応募・問い合わせ先 高齢障害課（〒816―8502

春日市役所）
1(584)1111 5(584)3090

○社会教育指導員

業務内容 温水プールでの水泳やアクアビクスなど

の指導と企画

対象 文部科学大臣認定スポーツ指導員(水泳)の資

格を有する人またはアクアビクスの指導経験

がある人で、普通自動車運転免許を持ってい

る人

勤務日数 週5日（土・日曜日の勤務あり）

勤務時間 午前8時30分～午後5時(午後1時～9時

30分の変則勤務あり)

賃金 月額17万7,400円(社会保険・有給休暇あり、

交通費支給なし)

募集人員 1人

選考方法 書類審査 面接試験(3月上旬)

応募方法 2月29日(日)（必着）までに、市販の履

歴書に必要事項を記入し、業務に対する自己

PR文(A4・1枚程度)を添えて提出する(郵送可)

応募・問い合わせ先 スポーツ課（〒816ー0831

大谷6ー28）

(571)3234 (585)1634FAX

市内に居住し、自ら農作業ができる世帯を対象に、
休耕田を利用した市民農園をお貸しします。
所在地 上白水1068―1 昇町5―176 小倉3―65

―1 惣利2―74など

面積 1区画30㎡(約9坪)
利用料金 5,000円(年間1区画)
利用開始 4月10日以降(予定)
募集世帯数 約100世帯

※　申込多数の場合は、応募者立会いで公開抽選し、

当選者順に希望する区画を決定します。

申込方法 3月15日(月)(当日消印有効)までに、往復

ハガキに住所、氏名、年齢、電話番号、応募理

由を書いて送る

※　応募は1世帯につき1枚です。ただし、現在利用
している世帯は応募できません。

申込・問い合わせ先 地域づくり課商工農政担当（〒

816―8501春日市役所）

(584)1111 (584)1153FAX

採用は4月1日～平成17年3月31日の1年間

春日市嘱託職員募集

土に親しんでみませんか

市民農園利用者募集
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須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー
が
、
4
月
か
ら

「(

仮
称)

子
育
て
支
援
複
合
施
設
」
に

移
動
す
る
こ
と
に
伴
い
、
現
在
の
セ
ン

タ
ー
は
2
月
末
を
も
っ
て
取
り
壊
さ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
、
23
年
間
の
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
、「
あ
り
が
と
う
！
ぼ

う
け
ん
ま
る
ま
つ
り
」
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
ま
つ
り
の
最
後
に
須
玖
児

童
セ
ン
タ
ー
の
壁
に
、
み
ん
な
で
絵
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
ま
す
。
油
性
ペ
ン

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
最

後
の
思
い
出
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時

2
月
29
日
(日)

午
後
2
時
〜
4
時
45
分

場
所

須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー
（
須
玖
南

1
―

91
）

問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

(

573)

2
4
3
1
（

兼
用
）

母
子
家
庭
の
親
子
が
対
象
の
バ
ス
ハ

イ
ク
で
す
。
楽
し
い
一
日
を
一
緒
に
過

FAX

ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

2
月
29
日
(日)

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

(

市
役
所
正
面
玄
関
前
に
集
合)

目
的
地

ア
ク
ア
ス(

三
潴
郡
大
木
町
）

内
容

▽
い
ち
ご
狩
り
▽
温
水
プ
ー
ル

▽
入
浴

※
　
昼
食
は
会
で
準
備
し
ま
す
。
水
着

と
タ
オ
ル
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員

25
組(
申
込
先
着
順)

参
加
費

1
組
1

0
0
0
円

申
込
方
法

2
月
15
日
(土)
以
降
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
連
絡
す
る

※
　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が
必
要
な
場

合
は
、早
め
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
母
子

寡
婦
福
祉
会
　
後
藤

(

596)

6
0
8
8

(

596)

7
7
7
6

受
講
生
の
1
年
間
の
主
な
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

2
月
29
日
(日)
〜
3
月
14
日
(日)

午
前
9
時
〜
午
後
9
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
1
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー(

原
町
3
―

1
―

7)

問
い
合
わ
せ
先

内
田 FAX

(

501)

7
9
9
5

(

593)

3
8
6
8

日
時

3
月
5
日
(金)

午
後
7
時
〜
9
時

(

開
場
　
午
後
6
時
〜)

会
場

ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル(

福
岡
市
中
央
区
天
神

1
―

1
―

1)

演
奏
曲
目

▽
シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
第
3
番
／
P
・

ス
パ
ー
ク

▽
交
響
組
曲
第
10
番
「
B
R
Ⅱ
」
／
天

野の

正
道
ほ
か

※
　
入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券
が

必
要
で
す
。
福
岡
市
内
の
プ
レ
イ
ガ

イ
ド
や
楽
器
店
で
配
布
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

西
部
航
空
音

楽
隊
広
報
係

(

581)

4
0
3
1(

内
線
4
9
1
1)

小
学
生
以
上
を
対
象
に
竹
炭
製
作
の

体
験
学
習
を
行
い
ま
す
。
簡
単
な
竹
炭

工
芸
品
を
作
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
時

FAX

▽
2
月
29
日
(日)

午
前
9
時
〜
午
後
4

時
▽
3
月
14
日
(日)

午
前
10
時
〜
正
午

※
　
2
日
と
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
な
か
が
わ(

那

珂
川
町
五
ヶ
山
6
4
8)

参
加
費

一
人
2

0
0
0
円

持
っ
て
く
る
も
の

▽
軍
手
▽
ノ
コ
ギ

リ
（
ナ
タ
）
▽
工
作
用
ナ
イ
フ

※
　
2
日
目
は
、
竹
炭
を
入
れ
る
袋
も

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員

30
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ー
ン
ピ

ア
な
か
が
わ

(

953)

3
0
3
0

(

953)

3
2
9
5

日
程

3
月
18
日
〜
30
日
の
毎
週
火
・

木
曜
日
（
全
4
回
）

時
間

午
後
3
時
〜
5
時
（
着
替
え
の

時
間
を
含
む
）

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
6
―

28
）

参
加
費

1

0
0
0
円

FAX

定
員

20
人(

申
込
多
数
の
場
合
抽
選)

※
　
当
選
者
に
の
み
通
知
し
ま
す
。

申
込
方
法

2
月
29
日
(日)
午
後
5
時
ま

で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

ま
た
は
直
接
窓
口
で
、
住
所
、

氏
名
（
よ
み
が
な
）、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
当
教
室
参

加
経
験
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

(

915)

3
5
0
0

(

585)

1
6
3
4

現
在
子
育
て
中
か
、
ま
た
は
子
ど
も

が
社
会
人
に
な
っ
て
間
も
な
い
母
親
で

構
成
さ
れ
る
同
連
合
会
母
子
部
は
、
母

子
家
庭
の
支
援
に
関
す
る
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
こ
の
総
会
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時

2
月
22
日
(日)

午
後
1
時
30
分
〜

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
5
0
1
号

（
原
町
3
―

1
―

7
）

※
　
託
児(

無
料)

も
行
い
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
、
2
月
20
日
(金)
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
母
子

寡
婦
福
祉
会
　
合
原

0
9
0(

1
8
7
6)

9
5
9
1

FAX

ス
ポ
ー
ツ

福
　
祉

イ
ベ
ン
ト

情
報
ひ
ろ
ば
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須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー

あ
り
が
と
う
！
ぼ
う
け
ん
ま
る
ま
つ
り

母
子
家
庭
親
子
レ
ク
リ
エ
―
シ
ョ
ン

バ
ス
ハ
イ
ク

市
高
齢
者
大
学

水
墨
画
教
室
O
B
会
作
品
展

西
部
航
空
音
楽
隊

第
40
回
定
期
演
奏
会

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
な
か
が
わ

竹
炭
体
験
学
習

水
や
泳
ぎ
の
苦
手
な
未
就
学
児
対
象

幼
児
水
泳
教
室

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

平
成
15
年
度
母
子
部
総
会



障
害
者
が
、
企
業
の
人
事
担
当
者
と

直
接
面
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

2
月
19
日
(木)

午
後
1
時
〜
4
時

(

受
付
　
午
後
0
時
30
分
〜)

会
場

博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル(
福

岡
市
博
多
区
吉
塚
本
町

よ
し
づ
か
ほ
ん
ま
ち

13
―

55)

問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡

南

(

513)

8
6
0
9

(

502)

2
1
9
2

3
月
1
日
か
ら
、
聴
覚
・
音
声
、
言

語
機
能
障
害
者
が
、
急
病
や
交
通
事
故

な
ど
の
緊
急
時
に
、
携
帯
電
話
か
ら
消

防
署
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
経
由
し
て
通

報
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
　
利
用
す
る
に
は
、
事
前
登
録
が
必

要
で
す
。（
2
月
16
日
(月)
受
付
開
始
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

3
0
9
0

FAX FAX

1
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
、
歯
科
衛
生
士
が
指
導
し
ま

す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

2
月
25
日
(水)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

持
っ
て
く
る
も
の

▽
母
子
健
康
手
帳

▽
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ(

持
っ

て
い
る
人
の
み)

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)
0
0
5
1

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
か
す
が
」
は
、
子
育
て
の
手
助
け

を
し
て
ほ
し
い
人(

お
ね
が
い
会
員)

と
、
子
育
て
の
応
援
を
し
た
い
人(

ま

か
せ
て
会
員)

が
支
え
あ
う
会
員
組
織

で
す
。

今
回
は
、「
お
ね
が
い
会
員
」
に
な

る
た
め
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
、
託
児(

無
料)

も
行

い
ま
す
。

日
時

3
月
6
日
(土)

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
学
習

FAX

室
3(

大
谷
6
―

24)

申
込
方
法

2
月
25
日
(水)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
託
児
希
望
の

子
の
氏
名
、
年
齢
を
伝
え
る

※
　
詳
し
い
内
容
は
、
市
役
所
、
ふ
れ

あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
、
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
、
各
児
童
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
す
が
事

務
局(

市
こ
ど
も
未
来
課
内)

(

584)

7
7
0
0

(

584)

7
7
3
9

気
管
支
ぜ
ん
そ
く
を
も
つ
子
ど
も
の

た
め
の
水
泳
教
室
で
す
。

期
間

4
月
〜
平
成
17
年
3
月

場
所

同
病
院
訓
練
棟
室
内
プ
ー
ル

（
福
岡
市
南
区
屋
形
原
4
―

39
―

1
）

コ
ー
ス
・
日
時
・
対
象
・
定
員

▽
A
コ
ー
ス
・
毎
週
土
曜
日
・
午
前
9

時
30
分
〜
正
午
・
小
学
生
50
人

▽
B
コ
ー
ス
・
毎
週
火
曜
日
・
午
後
4

時
30
分
〜
6
時
30
分
・
小
学
生
20
人

▽
C
コ
ー
ス
・
毎
週
火
曜
日
か
木
曜

日
・
午
後
3
時
〜
5
時
・
3
〜
5
歳

児
各
15
人

※
　
毎
回
、医
師
の
診
察
が
あ
り
ま
す
。

FAX

会
費

年
間
4
万
8

0
0
0
円

申
込
締
切

2
月
29
日
(日)

※
　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
病
院
風
の

子
会
事
務
局

(

565)

5
5
3
4

(

566)

0
7
0
2

「
う
つ
」
の
状
態
や
そ
の
経
過
、
う

つ
状
態
の
人
へ
の
関
わ
り
方
な
ど
の
講

演
会
で
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

2
月
25
日
(水)

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

講
師

瀬
戸
裕
司
さ
ん(

ゆ
う
心
と
体

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師)

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

健
康
の
た
め
に
運
動
を
始
め
た
い
け

れ
ど
、
ど
ん
な
運
動
を
し
た
ら
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
の
た
め
の
教
室

で
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
程
・
内
容

▽
3
月
2
日
(火)

運
動
講
義
、
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操

▽
3
月
9
日
(火)

ス
テ
ッ
プ
台
エ
ク
サ

サ
イ
ズ

▽
3
月
16
日
(火)

チ
ュ
ー
ブ
体
操
、
ボ

ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ FAX FAX

▽
3
月
23
日
(火)
〜
3
月
30
日
(火)
の
い
ず

れ
か
1
日
　
い
き
い
き
ル
ー
ム
で
の

運
動
体
験(

自
転
車
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ

ー
な
ど)

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

定
員

30
名(

申
込
先
着
順)

※
　
現
在
、
い
き
い
き
コ
ー
ス
を
利
用

し
て
い
る
人
や
以
前
同
教
室
に
参
加

し
た
人
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

2
月
16
日
(月)
〜
27
日
(金)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

い
き
い
き
ル

ー
ム

(

501)

1
1
6
2

(

501)

0
0
5
1

対
象

18
歳
以
上
の
軟
式
野
球
愛
好
者

日
程

毎
月
第
2
・
4
水
曜
日

午
後
7
時
30
分
〜
9
時
30
分

場
所

筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

(

筑
紫
野
市
二
日
市
南

ふ
つ
か
い
ち
み
な
み

1
―

9
―

3)

問
い
合
わ
せ
先

全
日
本
軟
式
野
球
福

岡
県
連
筑
紫
支
部
審
判
部
　
富

田た

忠
光

(

953)

1
2
7
5(

兼
用)

FAX
FAX

講
演
・
講
座

子
育
て

情
報
ひ
ろ
ば

7

就
業
機
会
の
拡
大
の
た
め
に

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
本
部

携
帯
電
話
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
稼
動

「
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
の
手
入
れ
」

歯
み
が
き
教
室

み
ん
な
で
子
育
て
！

「
フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が
」説
明
会

健
　
康

「
中
高
年
期
の
う
つ
に
つ
い
て
」

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

国
立
療
養
所
南
福
岡
病
院

ぜ
ん
そ
く
児
水
泳
教
室
会
員
募
集

楽
し
く
身
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か

健
康
運
動
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

審
判
員
募
集

軟
式
野
球
審
判
員
研
修
会



情
報
ひ
ろ
ば
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食
物
繊
維
や
カ
ロ
チ
ン
を
豊
富

に
含
む
カ
ボ
チ
ャ
の
パ
イ
で
す
。

冷
凍
パ
イ
シ
ー
ト
を
使
っ
て
、

手
軽
に
お
や
つ
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

材
料
（
21
cm
の
パ
イ
皿
）

パ
イ
シ
ー
ト
（
冷
凍
）

4
枚

カ
ボ
チ
ャ
（
正
味
）

4
0
0
g

砂
糖
　
50
g

塩
　
小
さ
じ
1/2

卵
黄
　
2
個
分

生
ク
リ
ー
ム
　
60
cc

シ
ナ
モ
ン
・
ナ
ツ
メ
グ
　
少
々

卵
白
　
1
個
分

ぬ
り
卵
黄
　
適
量

作
り
方

①
パ
イ
シ
ー
ト
は
室
温
で
解
凍
し

て
お
く
。

②
カ
ボ
チ
ャ
は
種
を
と
っ
て
、
皮

を
む
く
。
蒸
し
て
熱
い
う
ち
に

裏
ご
し
し
、
ボ
ウ
ル
に
入
れ
て

砂
糖
と
塩
、
卵
黄
を
加
え
て
よ

く
混
ぜ
る
。

③
人
肌
程
度
に
冷
ま
し
た
ら
、
生

ク
リ
ー
ム
と
シ
ナ
モ
ン
、
ナ
ツ

メ
グ
を
加
え
る
。
さ
ら
に
、
し

っ
か
り
泡
立
て
た
卵
白
を
切
る

よ
う
に
加
え
て
い
く
。

④
バ
タ
ー
を
薄
く
塗
っ
た
パ
イ
皿

に
パ
イ
シ
ー
ト
2
枚
を
十
文
字

に
置
き
、
伸
ば
し
て
底
に
敷
く
。

フ
ォ
ー
ク
を
刺
し
て
空
気
穴
を

開
け
、
皿
の
周
り
に
は
み
だ
し

た
余
分
な
生
地
を
切
り
落
と
す
。

⑤
④
の
生
地
の
上
に
冷
ま
し
た
③

を
詰
め
る
。

⑥
残
り
の
パ
イ
シ
ー
ト
2
枚
を
上

か
ら
ぴ
っ
た
り
か
ぶ
せ
、
余
分

な
生
地
は
切
り
落
と
す
。
切
り

落
と
し
た
パ
イ
生
地
で
そ
の
上

を
飾
る
。
表
面
に
ハ
ケ
で
卵
黄

を
ぬ
る
。

⑦
あ
ら
か
じ
め
熱
し
て
お
い
た
オ

ー
ブ
ン
に
入
れ
、
2
0
0
℃
で

20
〜
30
分
焼
く
。

⑧
8
等
分
に
切
り
分
け
皿
に
盛
る
。

1
人
分
熱
量

1
7
3
kcal

(

春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会)

今
月
の
健
康
料
理

パ
ン
プ
キ
ン
パ
イ

筑
紫
地
区
の
女
性
団
体
が
連
携
し
て

開
催
す
る
つ
ど
い
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

成
果
を
新
し
い
取
り
組
み
に
つ
な
げ
て

い
く
た
め
の
基
調
提
案
と
講
演
を
行
い

ま
す
。

参
加
は
無
料
で
、
手
話
通
訳
も
あ
り

ま
す
。

日
時

3
月
7
日
(日)

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

会
場

太
宰
府
市
中
央
公
民
館
市
民
ホ

ー
ル
（
太
宰
府
市
観
世
音
寺
1

―

3
―

1
）

演
題

「
継
承
と
発
展
、
新
し
い
旅
立

ち
へ
の
発
信
〜
男
女
共
同
参
画

型
社
会
に
向
け
て
〜
」

講
師

柳

淑
子
さ
ん(

(財)
福
岡
県
女

性
財
団
理
事)

定
員

6
0
0
人
（
当
日
先
着
順
）

※
　
託
児(

1
歳
〜
就
学
前
、
無
料
、

申
込
先
着
20
人)

を
行
い
ま
す
。
2

月
27
日
(金)
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

(

575)

4
1
2
1

(

593)

7
3
8
0

食
品
衛
生
法
で
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
食
品
衛
生
責
任
者
の
、
知
識

と
技
術
を
身
に
つ
け
る
講
習
会
で
す
。

対
象

食
品
関
係
の
営
業
者
か
従
事
者

ま
た
は
受
講
希
望
者

FAX

日
時

3
月
10
日
(水)
・
11
日
(木)

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

(

受
付
　
午
前
9
時
30
分
〜)

※
　
い
ず
れ
か
1
日
の
み
の
受
講
で

す
。

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
5
階(

原

町
3
―

1
―

7)

定
員

各
1
2
0
人(

申
込
先
着
順)

受
講
料

7

0
0
0
円

申
込
方
法

3
月
5
日
(金)
ま
で
に
窓
口

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
協
会(

大

野
城
市
白
木
原
3
―

5
―

25
筑

紫
総
合
庁
舎
内)

(

575)

5
0
5
6
（

兼
用)

講
座
名
・
申
込
開
始
日
・
定
員

▽
パ
ソ
コ
ン「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
入
門
」

2
月
18
日
(水)

20
人

▽
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

2
・
3
級

2
月
18
日
(水)

40
人

▽
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　

2
月
19
日
(木)

40
人

▽
商
業
簿
記
3
級
初
級

2
月
19
日
(木)

50
人 FAX

※
　
い
ず
れ
も
申
込
先
着
順
で
す
。
日

程
や
受
講
料
、
申
込
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
協
会

(

671)

6
8
3
1

(

672)

2
1
3
3

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
た
、
文

書
や
家
計
簿
の
作
成
方
法
を
教
え
ま

す
。

日
程
・
コ
ー
ス

3
月
1
日
(月)
〜
31
日

(水)
の
う
ち
8
日
間

▽
ワ
ー
ド
コ
ー
ス
　
月
・
水
曜
日

▽
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス
　
火
・
木
曜
日

時
間

各
コ
ー
ス
と
も
①
午
前
10
時
〜

正
午
②
午
後
6
時
〜
8
時

会
場

同
公
民
館(
春
日
1
―

1
1
1)

受
講
料

1
万
2

0
0
0
円
（
テ
キ

ス
ト
代
込
み
）

定
員

各
8
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

2
月
16
日
(月)
〜
25
日
(水)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望

コ
ー
ス
・
時
間
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
公
民
館

(

571)

4
1
4
9

(

571)

7
9
2
1

FAX FAX

「
男
女
共
同
参
画
型
社
会
に
向
け
て
」

第
10
回
筑
紫
地
区
女
性
の
つ
ど
い

筑
紫
食
品
衛
生
協
会

食
品
衛
生
責
任
者
養
成
講
習
会

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

就
職
・
転
職
の
た
め
の
職
業
訓
練
講
座

春
日
公
民
館

パ
ソ
コ
ン
教
室
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子
ど
も
と
の
接
し
方
や
子
育
て
に
つ

い
て
考
え
る
、
お
父
さ
ん
の
た
め
の
講

座
で
す
。
託
児
（
6
カ
月
〜
就
学
前
・

1
人
3
0
0
円
）
も
行
い
ま
す
。

日
時

2
月
29
日
(日)

午
後
0
時
30
分
〜
4
時
15
分

会
場

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
あ

す
ば
る(

原
町
3
―

1
―

7)

内
容
・
定
員
・
参
加
費

▽
竹
と
ん
ぼ
作
り
と
遊
び
・
親
子
15

組
・
3
0
0
円(

材
料
費
・
保
険
料)

▽
公
開
講
座
「
育
休
父
さ
ん
の
成
長
日

誌
」・
50
人
・
無
料

講
師

小
崎
恭
弘
さ
ん(

神
戸
常
磐

短
期
大
学
講
師
・
保
育
士)

※
　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー
事
業
推

進
課

(

584)

1
2
6
1

(

584)

1
2
6
2

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
課
程
終
了
後

1
年
以
上
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
活

動
し
た
人
が
対
象
で
す
。

障
害
者(

児)

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成

研
修
も
併
せ
て
受
講
で
き
ま
す
。

期
間

4
月
8
日
(木)
〜(

計
50
日
間)

会
場

日
赤
福
岡
県
支
部(

福
岡
市
南

区
大
楠
お
お
ぐ
す

3
―

1
―

1)

ほ
か

定
員

80
人(

申
込
多
数
の
場
合
抽
選)

FAX

受
講
料

▽
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
の
み
受
講

14
万
円

▽
障
害
者(

児)

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成

研
修
を
併
せ
て
受
講
　
16
万
円

申
込
期
限

2
月
29
日
(日)

※
　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
支
部
1
級

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
担

当
係

(
523)

1
6
3
2

(

521)

2
5
5
2

子
ど
も
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
や

親
子
が
対
象
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
道

路
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
、
自
ら
の
目
と
足

を
使
っ
て
環
境
調
査
を
行
い
ま
す
。

日
時

3
月
21
日
(日)

午
前
10
時
〜
午
後
1
時
30
分

(

受
付
　
午
前
9
時
30
分
〜
9

時
50
分)

集
合
場
所

春
日
公
園
管
理
棟
横

参
加
費

一
人
1

2
0
0
円(

保
険
料

と
し
て)

持
っ
て
く
る
も
の

▽
水
筒
▽
は
し
▽

お
わ
ん
▽
帽
子
▽
軍
手

申
込
方
法

3
月
2
日
(火)
ま
で
に
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
グ
ル
ー
プ
名(

リ

ー
ダ
ー
氏
名)

、
人
数
、
住
所
、

FAX

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

N
P
O
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

(

572)

8
7
4
0
（

兼
用
）

い
じ
め
や
差
別
、
暴
力
、
体
罰
、
名

誉
棄き

損
、
近
隣
や
家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
、
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
を
人

権
擁
護
委
員
が
受
け
ま
す
。

日
程
・
場
所

▽
3
月
2
日
(火)

春
日
市
役
所

▽
3
月
4
日
(木)

大
野
城
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
―(

大
野
城
市
曙
町
2
―

2
―

1)

▽
3
月
16
日
(火)

太
宰
府
市
役
所(

太

宰
府
市
観
世
音
寺
1
―

1
―

1)
相
談
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

問
い
合
わ
せ
先

同
支
局

(

922)
2
8
8
1

(

922)

3
3
4
2

運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い
る
人
で
、

福
岡
ま
た
は
北
九
州
の
都
市
高
速
を
利

用
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
モ
ニ
タ
ー

FAX FAX

を
募
集
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
に
は
、
年
3
回
程
度
の
モ

ニ
タ
ー
会
議(

平
日)

に
出
席
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
人
員

福
岡
と
北
九
州
の
各
都
市

高
速
利
用
者
各
10
人

期
間

4
月
1
日
〜
平
成
17
年
3
月
31

日
（
1
年
間
）

謝
礼

1
万
2

0
0
0
円(

年
額)

応
募
方
法

2
月
23
日
(月)(

当
日
消
印

有
効)

ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
利

用
し
て
い
る
都
市
高
速
名
を
書

い
た
も
の
に
、「
都
市
高
速
を

利
用
し
た
感
想
」（
4
0
0
字

以
内
）
を
添
え
て
提
出
す
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

同
公
社
業
務

管
理
課
（
〒
812
―

0
0
5
5
福

岡
市
東
区
東
浜
2
―

7
―

53
）

(

631)

3
2
8
4

筑
紫
野
市
は
、
と
び
う
め
国
文
祭
で

全
国
約
50
の
劇
団
に
よ
る
「
全
国
人
形

劇
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の

「
創
作
人
形
劇
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

公
演
予
定
日

11
月
6
日
(土)

対
象

中
学
生
以
上

募
集
人
員
（
申
込
先
着
順
）

▽
出
演
者
　
20
人

▽
ス
タ
ッ
フ(

人
形
作
り
や
効
果
音
作

り
、
小
物
作
り
、
舞
台
作
り
、
音
響

操
作
、
舞
台
監
督
助
手
な
ど)

多
数

練
習
日

5
月
以
降
毎
週
月
・
金
曜
日

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
性

別
、
年
齢
、
希
望
す
る
担
当
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
野
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
国
民
文
化
祭

担
当
（
筑
紫
野
市
二
日
市
南

ふ
つ
か
い
ち
み
な
み

1

―

9
―

3
）

(

928)

9
4
1
5

(

923)

0
4
1
6

大
学
通
信
教
育
を
受
講
し
た
い
人
の

た
め
の
説
明
会
で
す
。

予
約
は
不
要
で
、入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

▽
2
月
28
日
(土)

正
午
〜
午
後
5
時

▽
2
月
29
日
(日)

午
前
11
時
〜
午
後
4

時
場
所

エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル(

福
岡
市

中
央
区
天
神
1
―

4
―

2)

参
加
大
学

▽
法
政
▽
中
央
▽
日
本
女

子
▽
日
本
▽
佛
教
▽
近
畿(

短
期
も)

▽
北
海
道
情
報
▽
日
本
福
祉
▽
武
蔵

野の

美
術
▽
近
畿
大
学
九
州
短
期
な
ど

23
大
学

問
い
合
わ
せ
先

(財)
私
立
大
学
通
信
教

育
協
会

0
3(

3
8
1
8)

3
8
7
0

h
ttp
://w
w
w
.u
ce
.o
r.jp

FAX

募
　
集

環
　
境

相
　
談

そ
の
他

参
加
者
募
集

あ
す
ば
る
男
性
セ
ミ
ナ
ー

日
本
赤
十
字
社

訪
問
介
護
員
養
成
研
修

環
境
調
査
隊
募
集

子
ど
も
発
　
環
境
し
ら
べ
！

と
び
う
め
国
文
祭
創
作
人
形
劇

出
演
者
・
ス
タ
ッ
フ
募
集

福
岡
北
九
州
高
速
道
路
公
社

福
岡
北
九
州
高
速
道
路
モ
ニ
タ
ー

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

筑
紫
地
区
特
設
人
権
相
談
所

私
立
大
学
通
信
教
育

合
同
入
学
説
明
会

か
ん
ぜ
お
ん
じ

あ
け
ぼ
の
ま
ち

ひ
が
し
は
ま
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昭
和
26
年
か
ら
55
年
ま
で
の
間
、

死
因
の
1
位
だ
っ
た
「
脳
卒
中
」。
現

在
で
も
、
年
間
に
約
13
万
人
が
亡
く

な
っ
て
お
り
、
死
因
の
3
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
患
者
数
は
約
1

4
7
万
人
と
、
死
因
1
位
の
ガ
ン
患

者
数
約
1
2
7
万
人
よ
り
も
多
く
、

発
症
し
て
い
る
人
は
多
数
い
ま
す
。

脳
卒
中
は
ど
ん
な
病
気
？

脳
卒
中
は
、
脳
の
血
管
が
詰
ま
っ

た
り(

脳
梗
塞
、
一
過
性
脳
虚
血

の
う
き
ょ
け
つ

発
作

な
ど)

破
れ
た
り
し
て(

脳
出
血
、
く

も
膜
下
出
血
な
ど)

、
そ
の
先
の
細
胞

に
栄
養
が
届
か
な
く
な
り
、
細
胞
が

死
ん
で
し
ま
う
病
気
で
す
。
現
在
は
、

飽
食
で
高
脂
血
症
や
糖
尿
病
の
人
が

多
い
た
め
、
脳
梗
塞
が
脳
卒
中
死
亡

原
因
の
60
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
人
が
な
り
や
す
い
の
？

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
人
が
脳

卒
中
に
な
り
や
す
い
の
で
し
ょ
う
か
。

自
分
に
あ
て
は
ま
る
項
目
を
チ
ェ
ッ

ク
□
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

□
60
歳
以
上
で
あ
る

□
高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
糖
尿
病
で

あ
る

□
家
族
や
親
せ
き
に
脳
卒
中
に
か
か

っ
た
人
が
い
る

□
脈
が
乱
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る

□
太
っ
て
い
る

□
お
酒
を
た
く
さ
ん
飲
む

□
た
ば
こ
を
吸
う

□
運
動
不
足
で
あ
る

□
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
る

□
ゆ
っ
く
り
休
め
な
い

□
完
ぺ
き
主
義
で
あ
る

□
味
付
け
の
濃
い
も
の
や
脂
っ
こ
い

も
の
が
好
き

□
味
見
を
せ
ず
に
調
味
料
を
か
け
る

□
果
物
を
食
べ
る
こ
と
が
少
な
い

□
野
菜
を
あ
ま
り
食
べ
な
い

皆
さ
ん
、
い
か
が
で
し
た
か
。
チ

ェ
ッ
ク
し
た
項
目
が
多
い
ほ
ど
、
脳

卒
中
の
危
険
性
が
高
い
と
い
え
ま
す
。

脳
卒
中
は
、
長
年
の
生
活
習
慣
が

大
き
く
影
響
す
る
疾
患
の
ひ
と
つ
で

す
。
生
活
習
慣
の
改
善
に
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

次
の
症
状
に
は
要
注
意

▽
体
の
片
側
が
し
び
れ
た
り
、
手
足

に
力
が
入
ら
な
い

▽
足
が
も
つ
れ
て
歩
け
な
い

▽
話
し
た
い
の
に
、
急
に
言
葉
が
出

な
く
な
る

▽
ろ
れ
つ
が
ま
わ
ら
な
い

▽
人
の
言
う
こ
と
が
一
時
的
に
理
解

で
き
な
い

▽
物
が
二
重
に
見
え
る

▽
片
眼
が
見
え
な
く
な
っ
た
り
、
視

界
の
半
分
が
見
え
な
い

▽
食
べ
物
が
一
時
的
に
飲
み
込
め
な

いこ
れ
ら
の
症
状
は
、
発
作
の
前
触

れ
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

普
段
か
ら
自
分
の
体
の
ち
ょ
っ
と

し
た
変
化
を
見
逃
さ
ず
、
早
期
受
診

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

健
康
課
保
健
師
　
平
川
み
ど
り

忍
び
寄
る
脳
卒
中

県
が
策
定
す
る
御
笠
川
水
系
河
川
整

備
計
画
案
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

河
川
整
備
計
画
と
は
、
御
笠
川
（
牛

頸
川
を
含
む
）
の
特
性
を
把
握
し
、
治

水
や
利
水
、
環
境
な
ど
を
考
え
て
今
後

の
河
川
整
備
を
進
め
る
た
め
の
も
の
で

す
。ぜ

ひ
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

▽
2
月
25
日
(水)

午
後
7
時
〜
9
時

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ(

大
野
城
市
曙

町
2
―

3
―

1)

▽
2
月
28
日
(土)

午
後
2
時
〜
4
時

パ
ピ
ヨ
ン
24(

福
岡
市
博
多
区
千
代

1
―

17
―

1)

問
い
合
わ
せ
先

県
那
珂
土
木
事
務
所

河
川
砂
防
課
災
害
事
業
係

(

513)

5
7
7
0

(

584)

1
9
0
9

特
別
永
住
者(

帰
化
し
た
人
を
含
む)

で
、
旧
日
本
軍
の
軍
人
・
軍
属
な
ど
と

し
て
戦
死
し
た
人
の
遺
族
や
重
度
戦
傷

病
者
を
対
象
に
、
弔
慰
金(

2
6
0
万

円)

や
見
舞
金(

4
0
0
万
円)

を
支
給
し

FAX

ま
す
。

期
限
を
過
ぎ
る
と
支
給
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
早
め
に
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

請
求
期
限

3
月
31
日
(水)

※
　
心
当
た
り
の
あ
る
人
や
、
情
報
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
市
福
祉
計
画
課
地
域
福
祉
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

3
0
9
0

▽
県
国
保
・
援
護
課
恩
給
係

(

643)

3
3
0
2

(

643)

3
3
0
3

▽
総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
弔
慰
金
等

支
給
業
務
室

0
3(

3
5
3
9)

7
8
3
0

0
3(

3
5
8
1)

6
0
6
9

FAX

FAX FAX

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す�

見
直
そ
う
ゴ
ミ
の
出
し
方

野
外
で
の
ゴ
ミ
焼
却
は
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
ガ
ス
が
発
生
し

た
り
、
煙
が
地
域
住
民
へ
の
迷
惑
と

な
っ
た
り
す
る
た
め
、
法
律
に
よ
っ

て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
罰
金
の
対

象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
自
分
で
焼
却
し
て
も
、
焼

却
灰
は
ゴ
ミ
と
し
て
出
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
し
、
灰
を
埋
め
る
と
地
下

水
に
悪
影
響
が
出
る
恐
れ
も
あ
り
ま

す
。家

庭
や
事
業
所
か
ら
出
る
ゴ
ミ

は
、
決
し
て
燃
や
さ
ず
、
き
ち
ん
と

指
定
袋
に
入
れ
、
決
め
ら
れ
た
方
法

で
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

1(

584)

1
1
1
1
5(

584)

1
1
4
7

ゴ
ミ
は
き
ち
ん
と
指
定
ゴ
ミ
袋
で
！

御
笠
川
水
系
河
川
整
備
計
画

住
民
説
明
会

朝
鮮
半
島
・
台
湾
出
身
の
特
別
永
住
者

弔
慰
金
・
見
舞
金
の
支
給

あ
け
ぼ
の
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子
ど
も
へ
の
愛
情

小
学
生
の
こ
ろ
、
両
親
や
学
校
の
先

生
に
、
よ
く
叱
ら
れ
、
た
た
か
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
親
た
ち
と
先
生
の

間
に
は
妙
に
信
頼
関
係
が
で
き
て
い
て
、

学
校
で
の
出
来
事
は
全
て
親
に
筒
抜
け
。

挙
句
の
果
て
に
は
、
友
達
の
親
に
ま
で

叱
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
私
た

ち
子
ど
も
に
と
っ
て
や
っ
か
い
な
も
の

で
し
た
▼
し
か
し
、
今
と
な
っ
て
は
、

と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
バ
ス
ハ
イ
ク
や
某
テ

レ
ビ
番
組
の
仮
装
大
賞
へ
の
出
場(

予
選

敗
退
で
す
が
…)

な
ど
休
日
返
上
で
行
事

を
企
画
し
た
り
、
そ
の
準
備
を
し
た
り
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
今
で
も
、
友
達
の
両
親
と
会
え

ば
、
気
軽
に
声
を
掛
け
合
い
ま
す
▼
最

近
、「
虐
待
」や「
体
罰
」な
ど
の
言
葉
を
ニ

ュ
ー
ス
な
ど
で
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、

当
時
は
そ
ん
な
言
葉
は
、
あ
ま
り
聞
か

な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
れ

は
、
叱
ら
れ
る
中
に「
愛
情
」を
感
じ
て

い
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
▼
市

内
小
中
学
校
で
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
活
発

で
す
。「
子
ど
も
を
学
校
と
保
護
者
そ
し

て
地
域
で
育
て
る
」。
こ
れ
は
、
子
ど
も

た
ち
を
守
り
、
健
全
に
育
て
る
た
め
に

大
切
な
こ
と
。
子
ど
も
を
想
う
親
や
先

生
、
地
域
の「
愛
情
」は
い
つ
の
時
代
も

変
わ
ら
な
い
よ
う
で
す
。

○川

相　　談�

市無料法律相談(月1回)
2月18日(水)・3月17日(水)・4月

21日(水) 受付8時50分 定員15人
(9時の抽選で決定) 市役所2階市民相
談室 (584)1111

商工会無料法律相談
3月3日(水)・4月7日(水) 受付8時

30分～(窓口先着6人) 相談13～15
時 春日市商工会 (581)1407

県無料法律相談
毎週金曜日 13～16時 電話予約

が必要(先着6人) 県民相談室(県庁
内) (651)1234

有料法律相談
月～金曜日10～19時 土・日・祝

日10～13時 1人30分程度で料金は
5,250円 電話予約が必要 天神弁護
士センター (741)3208

県交通事故相談
月～金曜日 9～17時 県交通事

故相談所(県庁内) (622)0403

県巡回交通事故相談
毎月第2火曜日 受付10～15時

市役所2階市民相談室(1月13日は206
会議室) (584)1111

交通事故被害者電話相談
月～金曜日 9時30分～16時(12時

30分～13時は休み) 交通事故被害者
サポートセンター (741)2270

犯罪被害者の電話相談
毎週火曜日 16～19時 天神弁護

士センター (738)8363▽
� ▽
�

▽
�
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痴ほう相談
2月20日(金)・3月19日(金) 14～

18時 かすがの郷在宅介護支援セン
ター (595)8188

福岡県障害者110番
月曜日を除く毎日 9～16時 県

クローバープラザ内 (584)0039
(584)3354

聴覚障害者のためのFAX悩み相談
月～金曜日9～18時・土曜日9～13

時 福岡いのちの電話 5(721)
4343

春日市消費生活相談
毎週月・木曜日 10～15時 市役

所2階市民相談室 (584)1111

福岡県消費生活相談
月～金曜日 9～17時 消費生活

センター (632)0999

クレジット・サラ金電話相談
毎週月～金曜日 18～20時 福岡

県司法書士会 1(722)4131

心配ごと相談
毎週水曜日 10～15時 春日市社

会福祉センター4階 (581)7225

不安・悩み電話相談
24時間いつでも可 福岡いのちの

電話 (741)4343

不動産相談
毎月第1・3木曜日 13～16時

県民相談室(県庁内) 電話予約が必
要 (651)1234

住宅相談
月～金曜日 10～17時 住宅情報

プラザ福岡(県建築住宅センター内)
(725)0876
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FAX

▽
� ▽
�

▽
�

▽
�

▽
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� ▽
�

▽
�家庭児童相談

毎週月～金曜日 8時30分～17
時 市役所こども未来課家庭児童相談
室 (584)1111

小・中学生のための悩み電話相談
毎週月・水・金曜日 8時30分～17

時 ヤングテレホン (584)1140

子ども・家庭電話相談
年末年始を除く毎日 9時～17時

30分 県看護等研究研修センター
(733)8400

子どもの人権110番(電話相談)
毎週土曜日 12時30分～3時30

分 天神弁護士センター (752)
1331

特設人権相談(月1回)
3月2日(火)・4月6日(火) 10～15

時 市役所2階市民相談室 (584)
1111

人権相談
月～金曜日 8時30分～17時 福

岡法務局筑紫支局 (922)2881

夫や恋人からの暴力、セクハラの相談
月～金曜日 10～17時 ちくし女

性ホットライン (513)7335

女性のための総合相談
月曜日を除く毎日 受付9時30分～

15時30分 あすばる相談室(県クロー
バープラザ内) (584)1266

性犯罪などの電話相談
月～金曜日 8時30分～17時15

分 福岡県警ミズ・リリーフ・ライン
(632)7830

シルバー110番
月曜日を除く毎日 9～16時 県

クローバープラザ内 (584)3344▽
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�
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法律相談

子どもに関する相談 痴ほう相談

障害者のための相談

消費生活相談

悩みの相談

土地・建物の相談

人権についての相談

女性のための相談

高齢者のための相談

交通事故相談

犯罪被害の相談

このコーナーの詳しいことは、各窓
口にお尋ねください。



市 の 人 口

●市の人口 108,780人

女 55,371人　男 53,409人

●世 帯 数 42,252世帯
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1月22日の朝、大雪で一面銀世
界となった春日野小学校の子ども
たちの様子。寒さにも負けず、み
んな元気いっぱいでした。

表
紙
の
写
真

古墳時代の中ごろに、韓半島
かんはんとう

から｢登り窯
の ぼ り が ま

｣を用いる土器の新
しい製作技術が伝わってきまし
た。この製法で灰色に硬く焼か
れた土器は｢須恵器

す え き

｣と呼ばれて
います。
この二つは、赤

あか

井手
い で

古墳(弥生
７丁目)から出土したもので、優
美な形に仕上げられています。

（奴国
な こ く

の丘歴史資料館）

器
き

台
だい

と子
こ

持壺
もちつぼ

(1/15現在)

1月24日から奴国
なこく

の丘歴史資料館で｢民俗企画展｣が始まりま

した。これは、市民の皆さんに地名や風土について興味をもっ

てもらおうと行っているものです。

会場には、春日市内や周辺地域の地名の由来などを紹介した

パネルや、地名が書かれた土器などが展示されています。

この企画展は、3月6日(土)まで開催されていますので、ぜひ

足を運んでみてください。普段意識することのない地名や風土

に様々な歴史の息吹を感じられるかもしれません。

｢地名と風土｣ 平成15年度民俗企画展

3歳までの子どもとその保護者の集まり“みんなで遊ぼ

う”が、1月14日、春日南小学校の放課後児童クラブ舎で

行われました。

地域で子育てしようと、同校区の子育てコミュニティ

「さくらんぼ」が主催しているもので、子どもと遊びなが

ら、子育て情報を収集・交換できる場となっています。

この日は、近くに住む英語講師による“英語であそぼ”

も開かれ、参加した20人の親子が楽しいひとときを過ご

しました。

代表の室井
むろい

美香
み か

さんと渡辺
わたなべ

久代
ひさよ

さんは「参加は自由です。

地域の皆さんのたくさんの参加もお待ちしています」と呼

びかけています。

問い合わせ先
室井　1(596)3583 渡辺　1(595)2976

（広報レポーター　浦
うら

晃榮
あきえ

）

春日南小校区子育てコミュニティ“みんなで遊ぼう”

高さ　32.7cm

○講演「地名のたのしみ」

民俗企画展に関連して、講演会を行います。受講

は無料です。

気軽にお越しください。

日時 2月28日(土) 午後2時～4時

会場 奴国の丘歴史資料館（岡本3―57）

講師 服部
はっとり

英雄
ひでお

さん（九州大学大学院教授）

定員 70人（申込先着順）

申込方法 電話かファックスまたは直接窓口で住

所、氏名、電話番号を伝える

申込・問い合わせ先　同資料館
1(501)1144 5(573)1077


